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資料２



２．調査の概要

１．調査の目的

１

市政モニターアンケート調査では、現状の平和公園（西地区）の利用目的や課題等について長崎市民を対象にアン

ケート調査を行い、平和公園（西地区）のあり方やスポーツ施設の再配置などの検討に活用することを目的とする。

調査期間：令和3年8月23日 ～ 令和3年9月6日

送付数 ：228人 （郵送モニター181人 インターネットモニター47人）

回答率 ：71.5％（163人（郵送回答149人 インターネット回答14人））

３．調査項目

アンケート調査では、回答者属性、平和公園の利用目的、問題点、課題、再整備に必要な機能、東西地区の一体

性や連続性の必要性などについて調査を行った。

選択肢 回答者数 割合

男性 76人 47.2％

女性 85人 52.8％

合計 161人 100.0％
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選択肢 回答者数 割合

20代 8人 4.9％

30代 22人 13.5％

40代 26人 16.0％

50代 31人 19.0％

60代 37人 22.7％

70代 25人 15.3％

80代以上 14人 8.6％

合計 163人 100.0％

＜回答者属性＞

①性別

②年齢



①現状の平和公園（西地区）の利用目的

２

現状の平和公園（西地区）の利用目的として、「散歩（ウォーキング、ジョギング）24.8%」や「憩い・休息 22.4%」、「市営松山駐車場 23.0%」が

多い傾向にある。また、「利用したことがない ３６．０%」も多い結果となっている。

分類 選択肢 回答者数

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

ピクニック ５人

遊び １０人

イベント・集会 ２９人

快
適
な
空
間

・
環
境

自然観察 ６人

憩い・休息 ３６人

風景鑑賞 １１人

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

散歩（ウォーキング、ジョギング） ４０人

健康遊具 ３人

競技練習 ３人

大会参加 １８人

大会観戦 ２３人

交
通

施
設

市営松山駐車場 ３７人

駐輪場 １人

そ
の
他

利用したことがない ５８人

その他 ８人 5.0%

36.0%

0.6%

23.0%

14.3%

11.2%

1.9%

1.9%

24.8%

6.8%

22.4%

3.7%

18.0%

6.2%

3.1%

表：利用目的の集計結果 N=161人 MA



②現状の平和公園（西地区）の問題点・課題

３

現状の平和公園（西地区）の問題点・課題として、「休憩できる場所が少ない 32.3%」や「飲食できる場所が少ない 24.5%」、「遊ぶ場所が少ない 23.2%」

などの日常的な利用に関する問題点・課題が多い傾向にある。また、運動・スポーツに関する問題点・課題は他の項目と比較すると少ない傾向にある。

その他意見では、「子供向けの遊具が少ない」「ボール遊びができない」など子供の遊びに関して問題点・課題が挙げられている。

分類 選択肢 回答者数

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

遊ぶ場所が少ない ３６人

人が集う場所が少ない １８人

飲食できる場所が少ない ３８人

飲食店・物販店が少ない ３６人

快
適
な
空
間
・
環
境

自然が少ない ８人

休憩できる場所が少ない ５０人

風景・景観がよくない ４人

街灯が少なくて暗い １７人

清掃が行き届いていない ２人

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

園路が整備されていない（歩きにくい・走りにくい） ７人

健康遊具が少ない １５人

既存のスポーツ施設の機能が不足している ７人

既存のスポーツ施設の種類が少ない ５人

施設利用料が高い ４人

交
通

施
設

駐車場の台数が少ない ３３人

駐輪場の台数が少ない ５人

駐車料金が高い ２３人

その他 その他 ３４人 21.9%

14.8%

3.2%

21.3%

2.6%

3.2%

4.5%

9.7%

4.5%

1.3%

11.0%

2.6%

32.3%

5.2%

23.2%

24.5%

11.6%

23.2%

表：問題点・課題の集計結果 N=155人 MA



③今後、平和公園（西地区）の再整備にあたり、必要な機能、充実した方がよい機能

４

今後、平和公園（西地区）の再整備に必要な機能・充実した方がよい機能では、「憩いの場 46.6%」や「カフェ・レストラン等の飲食の場

37.3%」、「駐車場32.9%」、「遊び等レジャー空間 31.7%」が多い傾向にある。また、「陸上競技の機能」や「スポーツ施設（既存・新規施設）の機

能」は他の項目と比較すると少ない傾向にある。

分類 選択肢 回答者数

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

遊び等レジャー空間 ５１人

イベント・集会の場 １１人

カフェ・レストラン等の飲食の場 ６０人

快
適
な
空
間
・
環
境

自然と触れ合う場 ３７人

憩いの場 ７５人

風景を楽しむ場 １４人

安心・安全 ３６人

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

健康増進利用の機能 ３３人

陸上競技場の機能 ７人

スポーツ施設（既存施設）の機能 ８人

スポーツ施設（新規施設）の機能 ６人

交
通

施
設

駐車場 ５３人

駐輪場 ５人

その他 その他 ９人 5.6%

3.1%

32.9%

3.7%

5.0%

4.3%

20.5%

22.4%

8.7%

46.6%

23.0%

37.3%

6.8%

31.7%

表：再整備に必要な機能・充実した方がよい機能の集計結果 N=161人 MA



④現状の平和公園（東地区と西地区）の一体性や連続性

５

平和公園の東西地区の一体性や連続性では、「東地区と西地区の個別の利用を尊重 54.0%」となり、「一体的な利用を促進」より多い傾向

となった。

また、その他意見として、「西地区が平和公園の一部であることを知らなかった」という意見が多かった。

選択肢 回答者数

東地区と西地区の一体的な利用を促進 ５３人

東地区と西地区の個別の利用を尊重 ８１人

その他 ３３人 22.0%

54.0%

35.3%

表：東西地区の一体性や連続性の集計結果 N=150人 SA

⑤平和公園の再整備に関する自由意見

■市民の日常的な利用に関する意見

・子供から若者が集うようなパーソナルスペース化

・ゆっくりくつろげたり、休めるカフェがあると市民が利用
しやすい

・平和公園に市民が流れる動線をつくり、日常の中で「平
和」について触れることができる空間

・四季折々の草花を楽しめる憩いの場として楽しみたい

■再整備（ハード面）に関する意見

・長崎スタジアムシティプロジェクトや新幹線開通等と一体
化と調和の中で動線の確保や未来都市のあり方を総合的に
検討してほしい

・市民プールは現状の平和公園（西地区）にあってほしい

・家族連れでゆっくり遊べる遊具や散歩コース

・子供が遊べる施設を整備しつつ、合わせて平和について学
べる空間

■駐車場や交通、バリアフリーに関する意見

・交通量が多い地区であるため、子供連れ、障がい者、高齢
者に対しての配慮が必要

・エントランスの閉塞感があるため、広々とした印象が感じ
られるとよい

・雨が降っても移動がしやすいような工夫が必要

■その他

・経年劣化などで再整備をしていかなければならないが、必
要最低限で良い

・SNSを活用して、若者に対する情報発信の仕方を考えると良
い。

・西地区が平和公園の一部であることを知らなかった。


